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脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

頚椎椎弓形成術後、後縦靭帯骨化の伸展が臨床症状に与える影響 
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研究要旨 後縦靭帯骨化症に対して頚椎椎弓形成術を施行した後、骨化伸展によ

り臨床的問題が起こることがある。今回はその頻度と臨床症状の特徴および再手

術後の転帰について検討し、頚椎椎弓形成術後の注意すべき点について考察する

ことを目的とした。その結果、167 例中 9例（5.4％）が骨化の伸展により神経症

状の悪化をきたし、再手術を受けていた。再手術までの期間は 1年から 31年であ

り、再手術例は初回手術の年齢が低く、混合型が多かった。再手術の際の臨床症

状は脊髄症の悪化 6例、神経根症の悪化 3例であった。再手術により 6例は神経

症状の回復が見られたが、3 例では回復が認められなかった。回復が見られなか

った例は脊髄内に MRI の T2 高輝度領域を認めた。以上より、頚椎椎弓形成術後は

長期のフォローが必要であり、再手術は効果をもたらす可能性が高いが、脊髄に

不可逆的変化を起こす前に施行することが重要であると考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

頚椎椎弓形成術は後縦靭帯骨化症に対して

スタンダードな術式である。しかし術後、

後縦靭帯骨化は約 70％が伸展するとの報告

がある。しかし術後骨化伸展の臨床的問題

については明らかにされていない。本研究

は、１）頚椎椎弓形成術後に起こる骨化伸

展が神経症状の再悪化をきたし、再手術と

なった例の頻度を調査すること、２）骨化

伸展がもたらす臨床症状の特徴と再手術後

の転帰について検討すること、以上の 2 点

から頚椎椎弓形成術後の注意すべき点につ

いて考察することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1981 年から 2015 年 10 月まで 201 例の頚椎

後縦靭帯骨化症で頚椎椎弓形成術を施行し 

 

 

た。このうち 2 年以上の術後経過観察が可

能であった 167 例を対象とした（フォロー 

アップ率 83.1％）。術前術後の神経学的推

移は JOA スコアにより評価した。後縦靭帯

骨化の伸展の有無は単純X線およびCTによ

り評価した。術後経過のうち JOA スコアが

2 点以上低下したものを低下ありとし、画

像上２ｍｍ以上の骨化の伸展を認めたもの

を伸展ありとした。そこで全体の頻度を分

析した。また頚椎椎弓形成術後再手術が必

要であった症例について臨床症状と再術ま

での期間とその特徴および再術後の臨床経

過を検討した。さらに再手術を要さなかっ

たコントロールとの比較を行った。 

 本検討は単一施設での後ろ向き研究であ

る。 
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（倫理面への配慮も記入） 

 

本研究は当院で行われた手術の術後経過

観察により行われたものである。当大学の

倫理委員会にて承認を受けている。 

 

Ｃ．研究結果 

167 例中 9例（5.4％）が骨化の伸展により

神経症状の悪化をきたし、再手術を受けて

いた。再手術までの期間は 1年から 31年で

あった。再手術例は初回手術の年齢が低く、

混合型の後縦靭帯骨化が多かった。再手術

の際の臨床症状は脊髄症の悪化 6 例、神経

根症の悪化 3 例であった。再術により 6 例

は神経症状の回復が見られたが、3 例では

回復が認められなかった。回復が見られな

かった例は脊髄内にMRIのT2高輝度領域を

認めた。 

 

Ｄ．考察 

頚椎椎弓形成術後の骨化の伸展により神経

症状をきたし、再手術を要した患者は 5.4％

であり、頚椎椎弓形成術後は長期のフォロ

ーが必要である。特に若年で、混合型の靭

帯骨化を有する患者には注意を要する。再

手術は効果をもたらす可能性が高いが、脊

髄に不可逆的変化を起こす前に施行するこ

とが重要であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

頚椎椎弓形成術後の骨化の伸展により神経

症状をきたし、再手術を要した患者は5.4％

であり、頚椎椎弓形成術後は長期のフォロ

ーが必要である。 
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